
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ　　http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 

1042－378－2111　 
1042－331－6346 
1042－350－6321 
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第1272号  6.15
毎月1日・15日発行 

2018
平成30年 

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成30年6月1日現在
（65人増）90,359人人口
（36人増）45,512人男
（29人増）44,847人女

（78世帯増）39,886世帯世帯数
※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

　犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について理解を深めていただくため、駅
頭や街頭でＰＲ活動を行います。

▽稲城市推進委員会構成団体
保護司会、更生保護女性会、稲城市、稲城市教育委員会、稲城市社会福祉協議会、自治会、
民生・児童委員協議会、青少年委員、東京都薬物乱用防止推進稲城市協議会、青少年育成
地区委員会、東京稲城ロータリークラブ、多摩稲城防犯協会、地区体育振興会、大丸婦人
会、（株）読売巨人軍、東京ヴェルディ（株）、稲城市商工会など
駅頭・街頭ＰＲ
■日7月2日（月）
■時午前7時～8時30分
■場京王よみうりランド駅、稲城駅、若葉台駅、矢野口
駅、稲城長沼駅、南多摩駅、平尾団地バス停など
読売ジャイアンツ球場ＰＲ
■日7月10日（火）
■時午後3時～4時
■場読売ジャイアンツ球場
■問生活福祉課地域福祉係

　保護司は法務大臣から委嘱され、保護観察官と協働で、罪を
犯した人の保護観察や更生の手助けを行い、犯罪・非行を予防
するための活動を、関係機関・団体と協力して行っています。
■問生活福祉課地域福祉係

　社会全体で広く青少年の非行を防止し、また青少年を犯罪か
ら守り、健全な育成を図るためには、関係機関・団体、地域住
民が共通の理解と認識を深め、青少年の規範意識の醸成と社会
環境の浄化を図ることが必要です。
　青少年の非行防止と保護に対し、ご協力をお願いします。
■問児童青少年課青少年係

社会を明るくする運動ＰＲ活動 保護司の活動

青少年の非行・被害防止全国強調月間
非行や犯罪から青少年を守ろう

▲ＰＲ活動（啓発グッズの配布）

（3）介護保険制度が改正されました主
な
記
事

（4）アドボカシー相談

（5）
2030年。
どんなまちに暮らしていますか？

（8）
姉妹都市・友好都市交流事業
宿泊料金の助成

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

社会を 
明るくする 
運 
動 

７
月
は
全
国
強
調
月
間
 

活
動
を
支
え
る
 

お
二
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
 

犯罪や非行を防止し、 
立ち直りを支える  
地 域 の チ カ ラ  

小・中学校の生徒の皆さんに広報活動

用の折り鶴を折っていただいてい

ます。生徒一人ひとりの「社会

を明るくする運動」への理解が

深まることを望んでいます。更

生保護女性会は啓発活動の他、

刑務所・少年院での支援活動も

行っています。出所した際の衣類・

生活必要品の提供など、地域の方

にお声掛けをして支援を募っ

ています。 

少年院など様々な施設を

訪問する中で、子育ての

無責任さや家庭で極端

に不足した愛情の結果

が、犯罪や非行につ

ながっていると感じ

ています。支援の

輪が広がり、地域

が連携したより良

い社会になること

を望んでいます。 

社会を明るくする運動は、罪を犯した人た

ちの更生への理解を深め、それぞれの立

場で力を合わせて犯罪・非行のない明る

い社会を築こうとする運動です。今年は

「再出発を見守る社会へ」がテーマです。 

犯罪・非行をした人が、立ち直るためには、

地域の力が必要です。最初から悪い人は

おらず、何か原因があっての事な

ので、地域社会で温かく見守り、

やさしく迎えて欲しいです。

保護司・防犯クラブ・自治会

など一丸となって協力して

いきたいです。 

そして、社会に復帰し地

域にとけ込むには、仕

事が重要です。今後

はご理解いただけ

る雇用主がさらに

増えてくれるこ

とを願ってい

ます。 
日野・多摩・稲城地区更生保護 
女性会副会長・稲城分区長　　 

井上　美代子氏 

日野・多摩・稲城地区保護司会 
副会長・稲城分区長　　　　　 

篠崎　誠一氏 
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

▽
6
月
下
旬
〜
7
月
の
作
業
日
・
地
区　

6
／　
（
火
）・
坂
浜
、
6
／　
（
火
）・
大
丸
、
7
／
3（
火
）・
平
尾
、
7
／　
（
火
）・
百
村
、
7
／　
（
火
）・
若
葉
台
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

19

26

10

31

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
〜
月
曜
日
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋
（
束
）
ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

環境 環境 

始
め
よ
う

資
源
物
集
団
回
収

　

自
主
的
に
古
新
聞
や
ア
ル
ミ
缶

な
ど
の
資
源
物
を
集
め
て
、
市
へ

登
録
し
た
回
収
業
者
へ
引
き
渡
す

活
動
で
す
。
現
在
、
市
内　

団
体

７４

が
登
録
し
て
い
ま
す
（
３
月
末
現

在
）
。

　

集
団
回
収
に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
地
域
協

働
を
推
進
で
き
る
こ
と
や
、
回
収

量
に
応
じ
た
補
助
金
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
等
、
実
施
団
体
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

■対
 

自
治
会
や
管
理
組
合
、
子
供
会

な
ど
市
内　

世
帯
以
上
の
団
体

２０

※
補
助
額
・
対
象
品
目
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
に
は
、
事
前
の

募
集
し
ま
す

農
園
利
用
者

　

農
家
開
設
型
市
民
農
園
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し

ま
す
（
下
表
参
照
）
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■申
 

は
が
き
〔
必
要
事
項
①
住
所
②

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話
番
号

（
携
帯
電
話
可
）
④
希
望
農
園
名

⑤
生
年
月
日
〕

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
６
月
末
ま
で
に
通
知

※
１
世
帯
で
２
通
以
上
の
応
募
、

他
人
名
義
で
の
応
募
不
可

※
他
人
名
義
に
よ
る
農
園
利
用
が

発
覚
し
た
場
合
、利
用
を
停
止
し
、

次
年
度
以
降
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

■限
 

６
月　

日（
金
）必
着

２２

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

　

台
風
や
強
風
な
ど
の
悪
天
候
に

よ
り
、
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
設
置
し
た
か
ご
が
飛
散
す
る
恐

れ
が
あ
る
時
は
、
資
源
物
回
収
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
次
回
の
回
収
日
ま
で

自
宅
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、回
収
を
実
施
す
る
場
合
で
も
、

飛
散
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

当
日
の
朝
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
悪
天
候
時
の
回
収
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
市 　 
等
で
お

HP

知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

い
等
の
症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
場

合
は
、
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
る

等
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
・
注
意
報

　

「
東
京
都
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情

報
」 　 
（
携
帯
電
話
の
場
合
は
左

HP

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
や
稲
城
市
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
で
、
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
注
意

報
な
ど
の
発
令

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

申
請
が
必
要
で
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

悪
天
候
時
の
ご
み
回
収

募集中の農園
平成30年度利用料
（年間利用料）利用期間募集区画農園名

12,000円
（16,200円）

7月1日～
平成31年3月31日

1区画
（約18㎡）

百村農園
（百村2123－11他）①

4,500円
（6,000円）

7月1日～
平成32年2月29日

1区画
（約15㎡）

平尾第一農園
（平尾1－38－9他）②

6区画
（約15㎡）

平尾第三農園
（平尾1－13－1他）③

※①＝農家開設型市民農園（更新可、水道設備有り）、②③＝ファミリー農園（更
新不可、水道設備無し）

　

自
然
の
中
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
と
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

山
田 
証 
さ
ん
の
歌
を
楽
し
み
ま
す
。

あ
か
し

※
雨
天
時
は
室
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
学
の
子
ど
も
と

保
護
者

※
子
ど
も
だ
け
の
参
加
可

※
低
学
年
以
下
は
要
保
護
者
同
伴

■日
 

７
月
８
日（
日
）

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

■場
 

城
山
体
験
学
習
館
工
房
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１５
■講
 

岩
澤　

仁
美
氏
（
ね
い
ち
ゃ
ー

さ
ー
く
る　

い
な
ぎ
）
他
、
山
田 

証
氏

■持
 

帽
子
、
水
筒
、
運
動
靴
、
レ
イ

ン
コ
ー
ト
・
長
靴
（
雨
天
時
）

※
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
推
奨

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル〔
６

月　

日（
月
）〜
、
必
要
事
項
①
氏

１８
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
学
年
⑤

保
護
者
を
含
め
た
合
計
人
数
〕

■限
 

７
月
５
日（
木
）

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
政
策
係　
5　
・３７８

３
３
１
０
･
� kankyou@

city.inagi.lg.jp

路上等喫煙の制限に関する条例コラム
「パトロールの実施と

啓発物の設置について」

　4月1日から「稲城市路上等喫煙の制限に関する条例」を施行し、
路上等喫煙防止指導員が市内6駅周辺の路上等喫煙禁止区域内をパト
ロールしています。これまでに約160人の方へ禁止行為に対する指導
を行いました。
　今後、禁止区域内については、駅を中心におおむね30メートルごと
に啓発物を設置し、さらなる周知・啓発活動を行ってまいります。
■問環境課環境保全係

ご
注
意
く
だ
さ
い

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
６
〜
９
月

の
日
差
し
が
強
く
気
温
の
高
い
、

風
の
弱
い
日
に
発
生
す
る
こ
と
が

多
く
、
目
や
の
ど
が
刺
激
さ
れ
、

目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
の
ど
が
痛

▲寝転がるといつもと違う景色が広がります

▲啓発パネル
（ガードレール等に設置）

▲路面表示シート 稲城市長
�橋　勝浩

　

本
年
は
東
京
稲
城
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
が
創
立　

周
年
を
迎

４５

え
ま
し
た
。
私
は
当
会
の
名
誉

会
員
を
拝
命
し
て
お
り
、
３
月

に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
に
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
席
に
台
湾
高
雄
市
の
林

園
地
区
か
ら
も
多
く
の
ご
来
賓

が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。
林

園
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
発
足

以
来
、
東
京
稲
城
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
姉
妹
ク
ラ
ブ
と
な
っ

て
お
り
、
会
員
同
士
は
お
互
い

に
旧
知
の
仲
で
す
。
私
は
一
昨

年
に
初
め
て
台
湾
を
訪
問
し
、

高
雄
で
は
大
歓
迎
を
受
け
、
そ

の
後
彼
ら
が
来
日
さ
れ
た
際
に

は
、
こ
ち
ら
が
歓
迎
す
る
と
い

う
交
流
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
本
年
は
、
林
園
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
も
創
立　

周
年

４０

と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
日
本
か
ら
訪
問
し
や
す
い

日
程
で
調
整
す
る
の
で
、
ぜ
ひ

市
長
も
出
席
い
た
だ
き
た
い
と
、

か
ね
て
よ
り
要
請
さ
れ
て
お
り
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
半
４

月　

日
の
記
念
式
典
に
出
席
の

３０
た
め
、
二
度
目
の
台
湾
訪
問
を

し
ま
し
た
。

　

前
回
の
訪
問
も
今
回
も
、
市

と
し
て
姉
妹
都
市
の
お
付
き
合

い
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
正
式
な
公
務
で
は
な
く

私
費
で
の
渡
航
で
す
。
し
か
し

歓
迎
好
き
の
台
湾
側
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
に
は
頓
着
せ
ず
、
到

着
ロ
ビ
ー
で
は
「
歓
迎
稲
城
市

長
高
橋
勝
浩
先
生
」
な
ど
と
書

い
た
大
き
な
赤
い
横
断
幕
を
持

っ
て
、
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。国
際
空
港
の
ロ
ビ
ー
で
、

自
分
の
名
入
り
横
断
幕
を
前
に

し
て
の
記
念
撮
影
は
、
少
々
気

恥
ず
か
し
い
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
訪
問
の

趣
旨
は
先
方
の　

周
年
記
念
式

４０

典
へ
の
出
席
で
す
か
ら
、
姉
妹

ク
ラ
ブ
で
あ
る
東
京
稲
城
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
の
ご

挨
拶
は
勿
論
で
す
が
、
私
に
も

お
鉢
が
回
っ
て
く
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

外
国
の
方
へ
現
地
で
の
ご
挨

拶
・
・
・
さ
て
困
っ
た
な
と
、

事
前
準
備
に
考
え
あ
ぐ
ね
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
は
り
郷

に
入
れ
ば
郷
に
従
え
で
、
下
手

は
承
知
で
現
地
の
言
葉
に
し
よ

う
と
決
め
ま
し
た
。

　

幸
い
東
京
稲
城
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
会
員
に
は
、
台
湾
出

身
で
日
本
に
帰
化
さ
れ
た
Ｔ
先

生
が
い
ま
す
。
私
が
日
本
語
で

書
い
た
原
稿
を
北
京
語
に
翻
訳

し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
発
音

を
録
音
し
て
音
声
フ
ァ
イ
ル
に

し
て
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
の
一
夜
漬
け
で
練
習

し
、
記
念
式
典
本
番
に
臨
み
ま

し
た
が
、
林
園
の
皆
様
か
ら
は

好
評
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
さ
に
外
交
辞
令
で

す
ね
。

　

今
回
の
訪
問
は
二
泊
三
日
の

旅
程
で
、
翌
日
か
ら
高
雄
市
内

と
台
南
市
内
を
観
光
し
ま
し
た
。

高
雄
市
は
北
回
帰
線
よ
り
南
に

位
置
す
る
た
め
熱
帯
地
方
に
属

し
、
白
い
砂
浜
や
紺
碧
の
空
、

海
を
見
る
と
太
平
洋
の
孤
島
と

勘
違
い
す
る
ほ
ど
美
し
く
、
大

き
な
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
も
あ
り

ま
す
。
現
地
で
熟
し
た
台
湾
バ

ナ
ナ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の

果
物
も
豊
富
で
、
い
ず
れ
も
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
民
進
党
に
政
権
交

代
後
、
台
湾
独
立
派
が
勢
力
を

増
す
中
で
、
中
国
か
ら
の
観
光

客
が
激
減
し
て
い
る
と
も
聞
き

ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
の
観
光
客
は
台
北

ほ
ど
多
く
は
な
い
よ
う
で
す
が
、

成
田
空
港
か
ら
約
３
時
間
半
、

常
夏
の
島
台
湾
の
高
雄
に
、
皆

さ
ん
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

一
度
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

市
長
コ
ラ
ム
No.79

台
湾
訪
問

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
＆
寝

転
が
っ
て
聴
く
森
の
コ
ン

サ
ー
ト

▲

街
路
灯
啓
発
シ
ー
ル

▲

電
柱
巻
看
板

市ホームページ市ホームページ
稲城市稲城市フォトギャラリーフォトギャラリー
　稲城の魅力あふれる写真を募集中！
詳細は市�をご覧ください。
■問秘書広報課広報広聴係
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▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

て
介
護
予
防
活
動
に
取
り
組
む
団

体
や
、
高
齢
者
を
含
む
世
代
を
超

え
た
住
民
の
支
え
合
い
等
の
交
流

活
動
を
行
う
団
体
へ
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
、
高
齢
福
祉
課
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
平

尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ

ン
タ
ー
、
ふ
れ
ん
ど
平
尾
、
ｉ
プ

ラ
ザ
、
市 　  
で
入
手
可

HP

■限
 

６
月　

日（
金
）

２９

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　街中で困っている外国人への声かけや、道案内などの手
助けをするボランティアを育成します。講座修了後は東京
都の「外国人おもてなし語学ボランティア」に登録されま
す。
※東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の期間
中に競技会場等で活動するボランティアとは異なります。
■対 市内在住・在勤・在学の15歳以上で、実用英語技能検定
2級以上、ＴＯＥＩＣ500点以上に相当する語学力の方ま
たは英語による簡単な日常会話ができる方
※中学生不可、未成年の方は保護者の同意書が必要
※過去に本講座を受講した方を除く。
■日 9月13日（木）
■時 午後1時30分～5時
■場 地域振興プラザ4階
■定 46人　※申込者多数の場合は抽選
■申 はがき、ファクス、市�内「外国人おもてなし語学ボラ
ンティア」メールフォーム〔必須事項①住所②氏名（ふり
がな、ローマ字）③電話番号④メールアドレス⑤年齢⑥性
別⑦職業〕
■限 7月13日（金）必着
■先 ■問 企画政策課企画政策係　5377－4781

外外国国人人おおももててななしし
語語学学ボボラランンテティィアア育育成成講講座座

～～おおももててななししココーースス～～

絡
先
な
ど
を
登
録
し
ま
す
。
体
調

が
悪
く
な
り　

番
通
報
を
す
る
時

１１９

に
登
録
番
号
を
伝
え
る
と
、
救
急

車
が
登
録
さ
れ
た
住
所
へ
出
動
し
、

速
や
か
な
医
療
機
関
へ
の
搬
送
を

行
い
ま
す
。

■申
 

窓
口
、
電
話

■先
 

■問
 

警
防
課
救
急
係　

1　

・
７

３７７

１
１
９

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

介
護
予
防
教
室

熱
中
症
に

な
ら
な
い
た
め
に
！

介
護
予
防
の
体
力
測
定
会

と
講
座

　

体
力
測
定
で
、
自
分
の
体
力
を

知
る
き
っ
か
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
予
防
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
も

行
い
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
お
お
む
ね　

歳
以

６０

　

熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６５

■日
 

６
月　

日（
水
）

２７

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

ふ
ら
っ
と
Ｃ 
ａ
ｆ
 ́ｅ
や
の
く
ち

（
矢
野
口
１
６
５
９
の
４
）

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１５
■申
 

電
話
〔
６
月　

日（
月
）〜
〕

１８

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

の
く
ち　

1　

・
２
２
０
２

３７０

　

介
護
し
て
い
る
方
同
士
で
介
護

に
関
す
る
様
々
な
こ
と
を
話
し
ま

し
ょ
う
。

■対
 

高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
方

■日
 

７
月
４
日（
水
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

い
な
ぎ
苑
（
百
村　

）
２５５

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
エ

レ
ガ
ン
ト
も
む
ら　

1　

・
５
５

３７９

０
０

　

市
で
は
、
住
民
が
主
体
と
な
っ

交
付
団
体
を
募
集

平
成

年
度
・
通
い
の
場

30

支
援
補
助
金

消防署 消防署 

　

市
で
は
、
独
自
の
制
度
と
し
て

救
急
医
療
届
出
制
度
を
行
っ
て
い

ま
す
。
迅
速
な
救
急
体
制
が
必
要

な
市
民
の
方
は
登
録
で
き
ま
す
。

救
急
医
療
届
出
制
度
と
は

　

あ
ら
か
じ
め
、
住
所
・
氏
名
・

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
・
緊
急
連

　

５
月　

日
付
で
、
消
防
団
第
一

１３

分
団
長
に
城
所
健
司
氏
が
就
任
し

ま
し
た
。

■問
 

防
災
課
消
防
団
係　

1　

・
７

３７７

１
１
９

介護保険制度が介護保険制度が
改正されました改正されました

上
の
方

■日
 

６
月　

日（
木
）

２８

■時
 
午
前　
時
〜
午
後
０
時　
分（
受

１１

３０

付
＝
正
午
ま
で
）

■場
 

稲
城
老
人
会
館
（
坂
浜
２
９
９

６
の
２
）

■講
 

理
学
療
法
士

■持
 

動
き
や
す
い
服
装
、
上
履
き

■申
 

電
話
﹇
６
月　

日（
月
）〜
﹈

１８

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

介
護
者
交
流
会

介護保険サービスの
自己負担割合の変更
（8月改正）
　次の方は負担割合が3割になりま
す（図1参照）。
■対年金とその他の合計所得が次のい
ずれかの方
○単身世帯＝340万円以上
○65歳以上の方が2人以上いる世帯
＝463万円以上

地地域域安安全全情情報報
詐詐欺欺にに注注意意！！

　警察・銀行・市役所を名乗り「キャッシュカードを預かります」と
の電話は全部ウソです。
　絶対に他人にキャッシュカードを預けたり、暗証番号を教えたりし
ないでください。騙し取られたお金は戻ってきません。
■問多摩中央警察署　1042－375－0110

ご
利
用
く
だ
さ
い

救
急
医
療
届
出
制
度

消
防
団
第
一
分
団
長
（
矢

野
口
地
区
）
が
代
わ
り
ま

し
た

▲城所　健司氏

図1　自己負担割合の判定基準

は
い 

は
い 

は
い 

い
い
え 

いいえ 

い
い
え 

65
歳
以
上
で
本
人
が
市
民
税
課
税 

本
人
の
合
計
所
得
額
が 

3割負担 
平成30年 
8月から 

2割負担 

1割負担 

年金収入＋その他の合計所得が 
・単身で280万円以上　または
・65歳以上の方が2人以上いる
　世帯で346万円以上 

年金収入＋その他の合計所得が 
・単身で340万円以上　または
・65歳以上の方が2人以上いる
　世帯で463万円以上 

220万円 
以上 

160万円 
以上 
220万円 
未満 

160万円 
未満 

高額医療・高額介護合算制度の限度額の一部が変更（8月改正）
　介護保険と医療保険（国民健康保険など）の両方を利用し、自己負担額が限度額を超えた時は、
超えた分が払い戻されます。8月から70歳以上で「現役並み所得者」に当たる方は、限度額が変
わります（図2参照）。

■問高齢福祉課介護保険係

図2　医療と介護の自己負担合算後の限度額（年額）
※70歳以上の方（後期高齢者医療制度の対象者も含む）

平成30年8月から
限度額区　分
212万円690万円以上

課
税
所
得

141万円380万円以上
690万円未満

67万円145万円以上
380万円未満

平成30年7月まで
限度額区　分
67万円現役並み所得者（課税所得145万円以上の方）
56万円一般（市町村民税課税世帯の方）
31万円低所得者（市町村民税非課税世帯の方）

19万円世帯の各収入から必要経費・控除を差し引いた
時に所得が0円になる方

低所得高齢障害者の
利用者負担分の軽減
（4月改正）
■対次の要件全てに該当し、申請した方
○介護保険サービスに相当する障害福祉サ
ービスに係る支給決定を65歳に達する前
に5年間継続して受けていた方
○障害福祉サービスに相当する介護保険サ
ービスを利用する方
○障害支援区分2以上であった方
○市町村民税非課税者または生活保護世帯
の方
○65歳に達するまでに介護保険法による
保険給付を受けていない方

福祉用具の貸与価格の適正化
（10月改正）
　事業者が設定していた福祉用具の貸与価
格は、商品ごとに上限額が設定され、適正
な価格で利用できるようになります。

　お知らせ　平成30年度の負担割合証を郵送します
　6月下旬から7月下旬にかけて順次郵送します。
■対要介護・要支援の認定を受けた方と総合事業の対象の方
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

子育て 
教育 
子育て 
教育 

障害 
福祉 
障害 
福祉 

　市では、市立病院の患者や家族、市立学校の児童・生徒の保護者の相
談窓口として、市立病院アドボカシー相談と市立学校アドボカシー相談
を行っています。
　市立病院、市立学校への意見や要望、疑問または苦情などありました
ら、アドボカシー相談員へご相談ください。相談員は、相談者の権利や
利益を擁護する第三者的な立場で、早期解決に向けて対応します。
■問市民協働課市民生活係

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
お
持
ち
の
方
は
、
平
成　

年
３１

１
月
１
日
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
基
準
額
を
超

え
る
方
、生
活
保
護
受
給
中
の
方
、

　

歳
ま
で
に
申
請
し
な
か
っ
た
方

６５な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
経
過
措
置
と
し
て
、
手
帳
交
付

日
が
平
成　

年　

月　

日
以
前
の

３０

１２

３１

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

を
お
持
ち
の　

歳
以
上
の
方
は
、

６５

平
成　

年
６
月　

日
ま
で
の
間
に

３１

３０

限
り
、　

歳
を
超
え
て
い
て
も
申

６５

　

難
病
に 
罹  
患 
し
、
特
定
医
療
費

り 
か
ん

（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
ま
た
は

○都
 

医
療
券
を
お
持
ち
の
方
に
見
舞

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

受
給
中
の
方
は
特
定
医
療
費
（
指

定
難
病
）
受
給
者
証
ま
た
は
○都
 

医

療
券
を
更
新
し
た
場
合
、
支
給
が

継
続
さ
れ
ま
す
。

■対
 

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
特
定
医

療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
ま
た
は
対
象
疾
病
の

○都
 

医
療
券
を
お
持
ち
の
方

※
た
だ
し
、
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
受
給
者
、
児
童
育
成
手
当
条
例

　

知
的
障
害
児
者
や
発
達
障
害
児

者
の
仲
間
と
の
交
流
や
、
新
し
い

つ
な
が
り
を
目
的
に
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。
市
内
の
障
害
者
団
体

の
活
動
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

■対
 

本
人
、
家
族
、
支
援
者
な
ど
市

内
在
住
で
関
心
の
あ
る
方

■日
 

６
月　

日（
土
）

３０

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■問
 

い
な
ぎ
安
心
安
全
連
絡
会
（
川

本
）　

1　

・
５
１
７
１
・
５
７

０８０

９
３

　

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を

必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
今
後
手

当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

対
象
の
方
で
現
況
届
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■申
 

窓
口
、
郵
送
（
特
定
記
録
郵
便

を
推
奨
）

※
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
も
提

出
可

※
６
月　

日（
金
）ま
で
市
役
所
１

２９

階
ロ
ビ
ー
に
特
設
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
休
日
開
庁
日
の
み
児

童
育
成
手
当
も
特
設
窓
口
で
受
け

付
け
ま
す
。

■限
 

７
月
２
日（
月
）必
着

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

　

Ｆ
Ｆ
（
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｙ　

Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
）
で
は
中
高
生
が

ク
で
友
達
作
り
も
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

平
成　

年　

月
〜
平
成　

年
１

２９

１１

３０

月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

■日
 

７
月　

日（
木
）

１２

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

駒
沢
女
子
大
学
実
験
実
習
館

※
駐
車
場
有
り

■定
 
　

組
３０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■内
 

モ
グ
モ
グ
期
の
離
乳
食
の
作
り

方
、
試
食
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

■申
 

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

（
必
要
事
項
①
保
護
者
氏
名
②
お

子
さ
ん
の
生
年
月
日
③
郵
便
番
号・

住
所
④
電
話
番
号
）

■限
 

７
月
５
日（
木
）必
着

■先
 

■問
 

駒
沢
学
園
健
康
栄
養
相
談
室

（
〒　

・　

稲
城
市
坂
浜　

）　

２０６

８５１１

２３８

1　

・
７
１
６
７
（
平
日
午
前　

３５０

１０

時
〜
午
後
４
時
）　

5　

・
７
１

３５０

７
５　

� eiyou

‐ care@
ko

m
ajo.ac.jp

変
更
し
ま
す

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
○障

つ
な
が
り
パ
ー
ク
い
な
ぎ

２
０
１
８

〜
障
害
者
交
流
ひ
ろ
ば
〜

請
で
き
ま
す
。

※　

月
１
日
か
ら
申
込
可

１１
■問
 

東
京
都
福
祉
保
健
局
医
療
助
成

課　

1　

・
５
３
２
０
・
４
５
７

０３

１　

5　

・
５
３
８
８
・
１
４
３

０３

７

に
基
づ
く
障
害
手
当
受
給
者
、
生

活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
で
す
。

※
対
象
疾
病
な
ど
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

「
ホ
ッ
と
く
つ
ろ
げ
る
居
場
所
づ

く
り
」
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
居
場
所
と
思
え
る
よ

う
な
時
間
と
場
所
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
誰
か
と
会
話
し
た
り
、

運
動
し
た
り
、
勉
強
す
る
の
も
自

由
で
す
。

■日
 

毎
週
水
曜
日

■時
 

午
後
４
時
〜
８
時

■場
 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
（
陽
だ
ま

り
ス
ペ
ー
ス
、
児
童
館
プ
レ
イ
ル

ー
ム
、
小
会
議
室
）

■内
 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、学
習
支
援
、

ス
ポ
ー
ツ
、
相
談
な
ど

■問
 

児
童
青
少
年
課
青
少
年
係
、
い

な
ぎ
Ｆ
Ｆ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
廣
田
） 

1　

・
４
８
５
０

３７９

【アドボカシー制度の概要】 

市
立
病
院（
患
者
・
家
族
） 

市
立
学
校（
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
） 

相
談
者 

アドボカシー 
相談員 

（アドボカシー担当） 

市立病院 
市立小・中学校 

検討・改善 

審査結果報告 

意　見 

調査・助言 

相談・要望・ 
提案・苦情等 

調査結果等 
報告 

審査結果報告 審査結果報告 

是正等勧告 是正等勧告 

助言・　　 
調査依頼等 

審査申出・ 
報告・意見 

４
人
の
審
査
委
員
が
公
正
・
中
立
な
立
場
で
審
査
し
ま
す
。 

市　長 

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
審
査
会 

アアドドボボカカシシーー相相談談

アドボカシー相談　相談日など
市立学校アドボカシー相談市立病院アドボカシー相談区分

第1・第3月曜日毎週月・火・木曜日相談日

午後1時～5時午前9時～正午相談時間

市役所2階市民相談室市立病院本院1階
アドボカシー相談室相談場所

市立学校・教員に対しての意見、
要望や疑問など

市立病院・医師・看護師に対して
の意見、要望や疑問など相談内容

相談希望日の前日（前日が休業日の場合は直前の営業日）までに申
し込み申込方法

市民協働課市民生活係
1378－2286
（予約時間午前8時30分～正午、
午後1時～5時）

市民協働課市民生活係
1378－2286
（予約時間午前8時30分～正午、
午後1時～5時）
※相談日に、直接、アドボカシー
相談室でも申し込みができます。

申込先

　

管
理
栄
養
士
か
ら
離
乳
食
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

▲卒業・進級を祝う会の様子

特
殊
疾
病
患
者
見
舞
金

走走りり出出せせ、、性性別別ののハハーードドルルをを超超ええてて、、今今
66月月2233日日～～2299日日はは男男女女共共同同参参画画週週間間

男女雇用平等推進月間
男女とも　互いに支えて　輝く社会を
　詳細は「ＴＯＫＹＯはたらくネット」
�をご覧ください。
■問 東京都労働相談情報センター
103－5211－2209

駒
沢
学
園

離
乳
食
ル
ー
ム

活
用
し
よ
う

中
高
生
の
居
場
所
・
Ｆ
Ｆ

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

現
況
届
を
受
付
中

　男女共同参画社会基本法の目的や理念の理
解を深めることを目指し、各種啓発活動など
を実施します。詳細は「内閣府男女共同参画
局」�をご覧ください。
■問 内閣府男女共同参画局総務課広報啓発担当
103－5253－2111

心とからだが喜ぶヨガ
（男女平等推進セミナーⅠ）
　心やからだの不調、女性ホルモンとの付き合い方を学び、ヨガで年齢
や不調に負けない身体作りをしましょう。また「リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツ」の啓発を行います。
■対 30歳以上の方　■日 7月7日（土）　■時 午前10時～正午
■場 地域振興プラザ4階　■定 20人程度（申込先着順）
■持 ヨガマット、飲み物、タオル
※マットをお持ちでない方はご相談ください。
■申 電話、ファクス、メール（必要事項①住所②電話番号③氏名④年代）
※託児有り〔1歳以上の未就学児、先着5人、6月28日（木）までに申し
込み〕
■先 ■問 市民協働課男女平等参画係
5378－5677、�shiminkyoudou@city.inagi.lg.jp



（5） 1042－378－2111 5042－377－4781 30・6・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度

市
で
は
、
大
地
震
に
対
し
、住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
耐
震
診
断（
上
限　

万
円
）及
び
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一
部（
上
限　

万
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■先
■問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

10

100

まち 
づくり 
まち 
づくり 

　

生
垣
の
設
置
費
用
と
既
存
ブ
ロ

保険 
年金 
保険 
年金 

　

国
民
年
金
制
度
に
は
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

た
め
に
免
除
制
度
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
）
・
学
生
納
付
特
例
・

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
が
未
納
の
場
合
、
老
齢

基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
な
ど

を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
い
ず

れ
も
申
請
が
必
要
で
、
承
認
さ
れ

た
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
に
算
入
さ

　

身
近
な
緑
の
創
出
活
動
の
一
環

と
し
て
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

等
に
な
る
樹
木
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
樹
木

○
健
全
で
美
観
上
に
も
優
れ
、
管

理
が
行
わ
れ
て
い
る
樹
木

○
高
さ
約　

ｍ
以
上
か
つ
、
幹
の

１０

直
径
が
地
上
１
ｍ
の
高
さ
で
約　
５０

㎝
（
周
囲
約
１
・
５
ｍ
）
以
上
の

樹
木

※
区
画
整
理
予
定
地
や
公
共
事
業

予
定
地
は
除
く
。

※
申
請
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
補
助
金
額　

１
本
あ
た
り
年
額

２
千
円

■問
 

土
木
課
緑
と
公
園
係

ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合

○
新
た
に
生
垣
を
設
置
す
る
こ
と

（
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去

し
て
生
垣
に
す
る
場
合
も
含
む
）

○
生
垣
用
樹
木
の
高
さ
が
お
お
む

ね　

㎝
以
上
あ
る
こ
と

８０
○
生
垣
の
総
延
長
が
３
ｍ
以
上
あ

る
こ
と

○
道
路
に
面
し
、
道
路
の
幅
が
４

ｍ
以
上
あ
る
こ
と

▽
利
用
の
流
れ

①
事
前
に
問
い
合
わ
せ

②
窓
口
で
申
請
書
を
提
出

③
交
付
決
定
の
お
知
ら
せ

④
着
工

※
工
事
中
や
工
事
完
了
後
の
申
請

は
不
可

▽
補
助
金
額

①
生
垣
の
新
設
工
事
費
＝
１
ｍ
あ

た
り
８
千
円

②
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

費
＝
１
ｍ
あ
た
り
５
千
円

れ
ま
す
。

免
除
制
度

　

免
除
は
、
承
認
期
間
に
限
り
、

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年
金
額
の

計
算
に
反
映
さ
れ
ま
す
（
学
生
納

付
特
例・納
付
猶
予
制
度
を
除
く
）。

納
付
猶
予
制
度

　
　

歳
未
満
の
方
で
、
本
人
と
そ

５０
の
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ

り
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
平

成　

年
６
月
分
の
保
険
料
ま
で
の

３７
制
度
で
す
。

　

本
人
の
収
入
は
少
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
同
居
す
る
親
な
ど
の

世
帯
主
の
収
入
が
一
定
額
以
上
で

あ
る
た
め
に
保
険
料
の
免
除
制
度

が
利
用
で
き
な
い
方
は
、
こ
の
制

度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■問
 

府
中
年
金
事
務
所　

1　
・　
・

０４２
３６１

１
０
１
１

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、
医
師

や
薬
剤
師
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
治
療
の
方
針
な
ど
で
、
切
り
替

え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
稲
城
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

中
の
方

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
に
よ
り
、
一
カ
月
当
た
り

の
薬
剤
の
金
額
が　

円
以
上
安
く

３００

な
る
可
能
性
が
あ
る
方

○
通
知
対
象
と
な
る
月
の
診
療
分

で
、
対
象
薬
剤
を
処
方
さ
れ
て
い

る
方

▽
通
知
の
時
期

○
７
月
通
知
（
４
月
診
療
分
）

○　

月
通
知
（
７
月
診
療
分
）

１０
○
２
月
通
知
（　

月
診
療
分
）

１１

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

新
築
住
宅
（
長
期
優
良
住
宅
を
含

む
）
の
軽
減

　

新
築
住
宅
で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
住
宅
は
、
新
築
後
一
定
期

間
、
固
定
資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

住
宅
の
改
修
工
事
の
減
額　

　
次
の
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ

月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
の
住
宅
改
修　

○
耐
震
改
修
（
昭
和　

年
１
月
１

５７

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
対

象
）　

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
新
築
さ

れ
た
日
か
ら　

年
以
上
経
過
し
た

１０

住
宅
を
対
象
）　

○
省
エ
ネ
改
修
（
平
成　

年
１
月

２０

１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を

対
象
）　

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ

改
修
の
み
重
複
し
て
適
用
で
き
ま

す
。

※
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
減
額
の

対
象
面
積
や
期
間
、
申
請
に
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

■問
 

課
税
課
家
屋
係

固
定
資
産
税
額
の

軽
減
（
減
額
）

納期限
7月2日（月）

市・都民税
（普通徴収）（第1期）
安心！納税！口座振替 ! !

■問 収納課

　

平
成　

年
中
に
新
築
・
増
改
築

３０

し
た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
屋
調
査
と
は
、
市
職
員
が

各
部
屋
の
間
取
り
・
使
用
材
料
・

施
工
程
度
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で

す
。
調
査
は
事
前
に
文
書
で
ご
連

絡
し
、
日
時
を
約
束
し
て
か
ら
行

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

税金 税金 

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
開
設
に
向
け
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
検
討
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■対
 

市
内
在
住
の
方

■内
 

○
ド
ッ
グ
ラ
ン
開
設
に
向
け
て

の
検
討

○
ド
ッ
グ
ラ
ン
開
設
後
の
運
営

■問
 

ド
ッ
グ
ラ
ン
稲
城
事
務
局
（
土

木
課
緑
と
公
園
係
）

募
集
し
ま
す

ド
ッ
グ
ラ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

付
議
予
定
案
件
は
「
東
京
都
都

市
整
備
局
」  　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
案
件
な
ど
が
あ
る
時
は
、
会
議

が
一
部
非
公
開
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■日
 

９
月
５
日（
水
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜

３０

■場
 

都
庁
内
会
議
室

■定
 
　

人
１５

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■申
 

往
復
は
が
き
（
必
要
事
項
①
住

所
②
氏
名
③
電
話
番
号
）

※
一
人
一
通
の
み

■限
 

８
月　

日（
水
）消
印
有
効

１５

■先
 

■問
 

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計

画
課
（
〒　

・　

新
宿
区
西
新
宿

１６３

８００１

２
の
８
の
１
）　

1　

・
５
３
８

０３

８
・
３
２
２
５

 全5回   住所整理だより vol . 1

　市では分かりにくくなった住所を整理するための検討を進めています。
　住所とは「住んでいるところ・生活の拠点」等とされています。また会社など
の建物のある所は所在地と表現されています。いずれも、都道府県・区市町村・
町や字・番号で構成されます。町または字までは元々の地域の名称などを使用し
ますが、番号の部分は土地の番号である地番を使用する方法と住居表示に関する
法律に基づく方法があり、稲城市では地番を使用しています。
　そもそも地番とは、徴税のために明治時代に土地に付けられた番号で、住所や
所在地として使用することを想定していません。最初は順序良く並んでいた地番
も、長年に渡り土地の売買や道路整備などが繰り返され、土地の形が変わること
で番号の規則性が失われます。そのため、現在は番号が飛んでいたり、同じ番号
に多くの家が建っている等、住所の分かりやすさに課題が生じています。
■問 都市計画課住居表示担当

「住所とは」

募
集
し
ま
す

保
存
樹
木

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
猶
予
制
度

生
垣
づ
く
り
の
補
助

※
①
②
の
補
助
対
象
は
各　

ｍ
ま

３０

で■先
 

■問
 

土
木
課
緑
と
公
園
係

傍
聴
で
き
ま
す

第
２
２
２
回
東
京
都
都
市

計
画
審
議
会

ご提案をお寄せください
　稲城市の将来像について、より広く市民の皆さんの考え
を伺い、長期総合計画に取り入れていくため、ご提案を募
集します。

▽募集方法　ファクス、郵送、市�内「2030年の稲城に
向けたご提案」
※ファクス、郵送は「2030年の稲城に向けた提案」と明記
※ご提案は計画の参考とし、個別返答はしません。

222222222222222000000000000000333333333333333000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年。。。。。。。。。。。。。。。
どどどどどどどどどどどどどどどんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななまままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちににににににににににににににに
暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮らららららららららららららららしししししししししししししししててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？？？？

参加者募集！
2030年の稲城を描く市民会議

　市では、平成33年度以降の将来都市像やまちづくりの基本目標を定める「長期総合計画」
の策定を始めます。市民会議は皆さんの思い描く市の将来像をお聞きして、ご意見を取りまと
め、市長へ提言する会議です。
■対次の全てに該当する方
○市内在住・在勤・在学の平成15年4月1日以前生まれの方（16歳以上）
○稲城のまちづくりに興味のある方
○月2回程度の会議に出席できる方
※会議時間中の託児有り（生後6カ月以上の未就学児）
■日8月～平成31年6月ごろ　※第1回は8月2日（木）午後7時から開催予定

▽募集人数　30人程度　 ▽報酬　無し
■申持参、郵送
※応募用紙、作文用紙は市役所1階総合案内窓口、5階企画政策課長期総合計画担当、平尾・
若葉台出張所、各文化センター、各図書館、市�から入手可
■限7月10日（火）必着

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

家
屋
調
査
の
お
願
い

送
付
し
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

関
す
る
お
知
ら
せ

■先■問企画政策課長期総合計画担当　5377－4781



30・6・15 1042－378－2111 5042－377－4781 （6）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

健康 
医療 
健康 
医療 

　

対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
。
日
頃
歯
に
つ
い
て
困
っ
て

い
る
こ
と
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

■対
 

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１

３１

日
に　

・　

歳
に
な
る
方

６０

７０

■日
 

６
月　

日（
月
）〜
平
成　

年
３

１８

３１

月　

日
１５

※
各
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
。

■場
 

市
内
指
定
歯
科
医
療
機
関

■内
 

問
診
、
歯
周
組
織
検
査

■費
 

無
料
（
公
費
負
担
）

※
治
療
が
必
要
な
場
合
は
実
費

■申
 

受
診
券
が
届
い
た
ら
各
医
療
機

関
へ
直
接
予
約

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

防
に
効
果
的
な
乳
和
食
を
作
っ
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。

■対
 

市
内
在
住
の
方

■日
 

６
月　

日（
木
）

２８

■場
 

第
二
公
民
館

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１８
※
付
き
添
い
の
方
の
参
加
不
可

■内
 

と
う
も
ろ
こ
し
ご
飯
、
ミ
ル
ク

豚
汁
他

■限
 

６
月　

日（
火
）

２６

◆
共
通
事
項

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時　

分

１０

３０

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、手
拭
き
、

筆
記
用
具

■費
 

各　

円
２００

■申
 

電
話
〔
６
月　

日（
金
）午
前
９

１５

時
〜
〕

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

■対
 

①
平
成　

年
度
に　

、　

、　

、

３０

６５

７０
７５

　

、　

、　

、　

、　

歳
と
な
る

８０

８５

９０

９５

１００

方
（
下
表
参
照
）

②
接
種
日
現
在　

歳
以
上　

歳
未

６０

６５

満
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方（
障

害
者
手
帳
１
級
程
度
）
及
び
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方

※
既
に
こ
の
予
防
接
種
を
受
け
て

い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▽
回
数　

１
回

■持
 

保
険
証
な
ど

※
対
象
②
の
方
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
コ
ピ
ー
か
医
師
の
診
断
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■費
 

４
千
円

■申
 

■先
 

市
内
指
定
医
療
機
関
（
広
報

４
月
１
日
号
ま
た
は
市 　 
を
ご
覧

HP

下
さ
い
）

※
接
種
に
予
約
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
医
療

機
関
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
な
ど
は

全
額
公
費
負
担
（
要
各
証
明
書
）

■限
 

平
成　

年
３
月　

日

３１

３１

※
休
診
日
は
除
く
。

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

歯
周
疾
患
検
診

表1　高齢者の肺炎球菌感染症　対象者①の生年月日一覧
生年月日年齢

昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生まれ65歳
昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生まれ70歳
昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生まれ75歳
昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生まれ80歳
昭和  8  年4月2日～昭和  9  年4月1日生まれ85歳
昭和  3  年4月2日～昭和  4  年4月1日生まれ90歳
大正12年4月2日～大正13年4月1日生まれ95歳
大正  7  年4月2日～大正  8  年4月1日生まれ100歳

７月の申込受付 �������� ■場■先■問保健センター　1378－3421
備考実施日（7月）対象事業名

前日まで
に予約

25日（水）
平成29年6月1日～平成29年
7月31日に2500g未満で出生
されたお子さん

低出生体重児の
1歳児健康診査

  4  日（水）平成28年6月生まれ2歳児歯科健康診査

20日（金）平成27年12月生まれ2歳6か月児
歯科健康診査

13日（金）妊娠安定期に入られた方妊婦歯科健康診査

21日（土）

初産婦とそのパートナーの方

両親学級
パパ・ママコース
（先着18組）

20日（金）
27日（金）

母親学級
マタニティコース
（先着20組）

  9  日（月）第1子の保護者
（平成30年2月生まれ）

離乳食調理講習会
（先着25組）

2日前まで
に予約13日（金）未就学児と保護者、妊婦母子健康相談

（個別相談、身体測定）

予約不要17日（火）多胎出生の乳幼児と保護者
（妊婦含む）ふたごの会

※母子健康相談の個別相談は6月20日（水）から受け付け

６月15日～７月１日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時（受付時間は各医療機関にお問い合わせください）
■問保健センター　1378－3421（土・日曜日、祝日＝稲城消防署　1377－7119）

薬局（地区）医療機関（地区）日程
市役所通り薬局（矢野口）

1377－9599
かじわら内科・泌尿器科クリニック（東長沼）

1370－877017日（日）

かしの木薬局（東長沼）
1370－4193

稲城腎・内科クリニック（東長沼）
1370－761124日（日）

ゆずりは薬局（東長沼）
1370－5057

菜の花クリニック（東長沼）
1313－92727月1日（日）

平平成成3300年年度度多多摩摩・・島島ししょょ広広域域連連携携活活動動助助成成事事業業
子子どどもも体体験験塾塾

育
ち
盛
り
の
体
が
喜
ぶ
！

簡
単
和
食

　

成
長
期
の
お
子
さ
ん
に
食
べ
さ

せ
た
い
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
和

食
を
簡
単
な
調
理
法
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
成
長
期
の
お
子
さ

ん
が
い
る
方

■日
 

６
月　

日（
火
）

２６

■場
 

第
四
公
民
館

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１５
※
付
き
添
い
の
方
の
参
加
不
可

■内
 

さ
ば
缶
を
活
用
し
た
さ
ば
ハ
ン

バ
ー
グ
他

■限
 

６
月　

日（
金
）

２２

フ
レ
イ
ル
予
防
で
健
康
寿
命
を
延

ば
そ
う
！

　

フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
学
び
、
予

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
帯
状
疱
疹

に
つ
い
て
」
で
す
。

■日
 

６
月　

日（
水
）

２０

■時
 

午
後
３
時　

分
〜
（
約　

分
）

３０

４０

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

■講
 

三
宅　

亜
矢
子
氏
（
皮
膚
科
）

■問
 

市
立
病
院
健
診
科
健
診
係　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

パティシエ体験

～本格的なパティシエになろう！～
　本物のパティシエ（教員）と一緒にプロの設備でお菓子を作
りましょう。詳細は「町田製菓専門学校」�をご覧ください。
■対稲城市・町田市・多摩市在住の小・中学生
小学生コース
■日8月22日（水）　■内マジパン＆クッキー作り
中学生コース
■日8月29日（水）　■内ロールケーキ作り
◆共通事項
■時①午前9時30分～正午、②午後1時30分～4時
■場町田製菓専門学校（小田急線町田駅下車徒歩8分）
■定各28人
※申込者多数の場合は抽選し、結果は7月下旬に当選者へ通知
■費2,000円
■申はがき、「町田製菓専門学校」�内申し込みフォーム〔6月
18日（月）～、必要事項①氏名②学年③保護者氏名④住所⑤電
話番号⑥参加希望日時〕
■限7月6日（金）必着
■先町田製菓専門学校子ども体験塾係（〒194－0013町田市原
町田5－1－3）
■問町田製菓専門学校　1042－739－4466

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進

員
調
理
講
習
会

２
１

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染

症
の
定
期
予
防
接
種

　

マ
ッ
プ
で
紹
介
の　
店
舗
で
は
、

２７

１
食　

グ
ラ
ム
以
上
の
野
菜
を
食

１２０

べ
る
こ
と
が
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
「
南
多
摩
保
健
所
」 　 HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

南
多
摩
保
健
所
保
健
栄
養
担
当 

1　

・　

・
７
６
６
１

０４２

３７１

野
菜
が
不
足
し
が
ち
な
食

生
活
を
サ
ポ
ー
ト

稲
城
市
野
菜
メ
ニ
ュ
ー
店

Ｍ
Ａ
Ｐ

ごご協協力力くくだだささいい
献献血血・・骨骨髄髄ババンンククのの

ドドナナーー登登録録

　東京都赤十字血液センターが、献血・
骨髄バンクのドナー登録を行います。
※市では骨髄移植ドナー支援事業とし
て、奨励金を交付しています。詳細は市
�をご覧ください。
■日6月25日（月）
■時午前10時～11時45分、午後1時～3時
45分
■場中央文化センター前
■問生活福祉課地域福祉係、骨髄移植ドナ
ー支援事業＝健康課健康推進係

健
康
バ
ン
ザ
イ
！

い
な
ぎ
講
座

■主 稲城市・町田市・多摩市
　子ども体験塾実行委員会

声優・アニソンの基礎を学ぼう!!
声優コース
　発声の基礎から実際にアニメ作品に声を吹き込むまで、プロの声優からレッスンを受けます。
アニソンコース
　発声や演技の基礎レッスン等、プロのボイストレーナーから歌唱表現について学びます。
◆共通事項
■対稲城市・町田市・多摩市在住の小学生～高校生　■日■時下表参照　■場ｉプラザ
■定各60人　※申込者多数の場合は抽選、クラス数は申込状況により変動　■費3,500円
■申メール〔6月15日（金）～、必要事項①氏名②学年③保護者氏名④住所⑤電話番号⑥参加希望
コース〕
■限7月8日（日）午後6時まで
■先■問ＪＴＢコミュニケーションデザイン（子ども体験塾係）
103－5657－0698、� kodomotaikennjyuku.seiyu2018@jtbcom.co.jp

各コース表
本番日時リハーサル日時レッスン時間レッスン日コース

8月26日（日）
午前9時～午後5時
※リハーサルを含
む。

8月25日（土）
午前9時～午後5時

①午前10時30分
～午後  0  時30分

②午後  1  時30分
　　～  3  時30分

8月  7  日（火）・20日（月）アニソンコース
（小学生）

8月  9  日（木）・21日（火）アニソンコース
（中学生・高校生）

8月10日（金）・23日（木）声優コース
（小学生）

8月11日（土・祝）・24日（金）声優コース
（中学生・高校生）
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手
続
き→

就
労
・
産
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
経
済
観
光
課
商
工
係

HP

　日頃の診療の中で、患者さんの問診票に
「子供の足の裏に魚の目があります」と書
いてあると、患者さんが病室に入る前に液
体窒素の準備をします。9割方が 尋  常  性  疣  

じん じょう せい ゆう

 贅 と言われるウィルス性のイボです。
ぜい

　イボは主に手足の末端にできる表面が凹
凸のある結節であり、小さい傷などからヒ
ト乳頭腫ウィルスが入って生じます。イボ
を放置していると、最初は小さかったイボ
も感染した局所で増殖を続け、周囲の角化
細胞に感染を広げていくので、徐々に大き
くなります。更に離れた場所にも飛火して
数を増やしていきます。
　小さく、数が少ないうちは比較的短期間
で治癒させることができますが、大型のも
のや多発しているものは難治性となり、他
人への感染源となります。そのため家族で
通院されている方も多いです。見つけたら、
できるだけ早期にきちんと治療した方が良
いでしょう。
　治療は主に液体窒素による冷凍凝固術を
行います。－190℃の超低温の液体窒素で
イボを凍結して壊死させる治療法で、凍結
した部分は2週間前後でかさぶたになり、
削り取れるようになります。1回の治療で
治るのは難しいですが、2～3週に1回のペ
ースで繰り返すと徐々に小さくなっていき
ます。ただし、しっかりと効果を出すため
には痛みを我慢していただき、強く治療す
る必要があり、治療中・治療後はとにかく
痛いですが、必ず治る病気です。定期的に
治療を続けるようにしてください。

稲城市医師会　山�典子

イボについて

ヘルスメーター

　情報公開制度では、市政に関する市の説
明責任を果たし、公平で透明な行政を推進
するため、市民の皆さんに市が保有する行
政情報の開示を求める権利を保障していま
す。
　個人情報保護制度では、市が保有する個
人情報の取り扱いに関するルールを定める
他、市民の皆さんがご自身の個人情報の開
示・訂正・利用停止を求める権利を保障し
ています。また、このうち特定個人情報（マ
イナンバーを含む個人情報）については、
条例等に特別の定めを置き、一層の保護措
置を講じています。
　平成29年度の各制度の実施状況は下表
のとおりです。
■問情報管理課文書法制係

　

熱
中
症
の
予
防
と
節
電
の
た
め
、

日
中
猛
暑
時
の
避
難
場
所
と
し
て
、

熱
中
症
防
止
シ
ェ
ル
タ
ー
（
涼
み

処
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■日
 

７
月
１
日（
日
）〜
９
月　

日
３０

（
日
）

※
施
設
に
よ
っ
て
開
館
日
時
が
異

な
り
ま
す
。

■場
 

左
表
参
照

■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

　

６
月
１
日
現
在
登
録
資
格
の
あ

る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
き
、
６
月
１
日
に
定
時
登

録
を
行
い
ま
し
た
。

▽
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

○
男
性
＝
３
万
６
６
４
７
人

○
女
性
＝
３
万
６
３
１
６
人

○
合
計
＝
７
万
２
９
６
３
人

■問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

涼涼
みみ
処処
をを
活活
用用
しし
よよ
うう

熱熱
中中
症症
防防
止止

シシ
ェェ
ルル
タタ
ーー

選選
挙挙
人人
名名
簿簿
のの

登登
録録
者者
数数

６６
月月
のの
定定
時時
登登
録録

情情報報公公開開制制度度とと
個個人人情情報報保保護護制制度度のの

実実施施状状況況

熱中症防止シェルター（涼み処）
連絡先施設名

1378－3366福祉センター（1階ロビー）

1378－6320※ふれあいセンター百村・東長沼（福祉セ
ンター内）

1378－4682※ふれあいセンター押立（ジョイハウスた
まがわ集会室）

1331－4501※ふれあいセンター坂浜（稲城老人会館内）

1319－2410※ふれあいセンター向陽台（向陽台小学校
内）

1331－5143※ふれあいセンター平尾（平尾小学校内）

1379－7730※ふれあいセンター矢野口（矢野口自治会
館内）

1370－2284※ふれあいセンター大丸（オーエンス健康
プラザ内）

1331－7156
〔（公財）いなぎグリーン
ウェルネス財団〕

総合体育館（1階ロビー）

1377－2121中央文化センター（1階ロビー）

1378－0567第二文化センター（1階ロビー、2階生活
文化施設やのくち　談話室）

1331－0230第三文化センター（1階ロビー）

1377－4406第四文化センター（1階ロビー）

1379－5411城山文化センター（1階ロビー）

1331－1720ｉプラザ（1階エントランスホール・ 
図書館入り口前）

1378－7111中央図書館（城山体験学習館）

1350－1131複合施設ふれんど平尾（1階談話室）
※夏季休館日の日程などの詳細は社会福祉協議会（1378－3366）
へお問い合わせください。

情報公開制度の実施状況（単位：件）
27開示請求件数
5取下げ件数
17全部開示

開示決定の内容 4一部開示
1非開示
1うち不存在
0不服申立て

個人情報保護制度の実施状況（単位：件）
5（1）開示請求件数
0（0）取下げ件数
2（0）全部開示

開示決定の内容 2（0）一部開示
1（1）非開示
1（1）うち不存在
0（0）訂正請求件数
0（0）利用停止請求件数
0（0）不服申立て

※（　）内は、特定個人情報に係る件数

シシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

　

市
で
は
、
様
々
な
社
会
貢
献
活

稲
城
市
市
民
活
動
ポ
イ
ン

ト
制
度

ポ
イ
ン
ト
還
元

　

今
回
は
、
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
メ
イ
ン
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
や
い
な
ぎ
父
親
の

会
事
務
局
、
稲
城
市
男
女
共
同
参

画
計
画
推
進
協
議
会
会
長
な
ど
、

様
々
な
肩
書
を
持
つ
橋
さ
ん
を
講

師
に
お
迎
え
し
ま
す
。

　

家
族
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
パ
パ

の
子
育
て
、
地
域
活
動
の
楽
し
み

方
な
ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

■日
 

７
月
６
日（
金
）

■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階

■講
 

橋　

謙
太
氏
（
向
陽
台
在
住
）

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ　

1　

・
２
１
１
２

３７８

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

父
親
を
楽
し
も
う
!!

〜
子
育
て
、
地
域
活
動
、

発
達
障
が
い
児
支
援
〜

社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会

　

市
内
の
保
育
園
・
高
齢
者
施
設
・

障
害
者
施
設
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■対
 

中
学
生
以
上
の
方

■日
 

７
月　

日（
火
）〜
８
月　

日

２４

３１

（
金
）

■費
 
　

円
（
保
険
料
）

３００
※
中
学
生
は
無
料

※
保
育
園
希
望
者
は
検
便
費
用
と

し
て　

円
が
必
要

４２０

事
前
説
明
会

■日
 

７
月
６
日（
金
）

■時
 

午
後
４
時　

分
〜
６
時

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

※
都
合
の
悪
い
方
は
７
月
７
日

（
土
）午
後
２
時
〜
３
時
に
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
説
明
を
行
い
ま
す
。

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
８
０
０

３７８

■日
 

６
月　

日（
木
）

２１

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

■持
 

裁
縫
道
具
、
定
規

※
お
子
さ
ん
の
同
伴
不
可

■費
 

１
５
０
０
円

■場
 

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

1　

・
２
２
１
２

３７７

　

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
で
農
業
と

食
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
農
場
で
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
や
収
穫

な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６
年
生

■日
 

７
月　

日（
金
）

２７

■定
 
　

人
３６

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■費
 

２
千
円

■申
 

■先
 
　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店
の

JA

窓
口

■限
 

６
月　

日（
土
）

３０

■問
 
　

東
京
み
な
み
本
店
地
域
振
興

JA
部　

1　

・　

・
１
０
１
１

０４２

５９４

　

７
月
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
は「
パ

ソ
コ
ン
入
門
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。
費
用
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
チ
ラ
シ
、
「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
係　

1　

・
２
２
１

３７８

２
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

ハ
ン
カ
チ
で
ピ
エ
ロ
を
作

ろ
う

■日
 

７
月
９
日（
月
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

■場
 

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
２０

■持
 

ハ
ン
カ
チ
、
裁
縫
道
具
、
定
規

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

1　

・
２
２
１
２

３７７

■対
 

採
用
予
定
日
現
在　

歳
以
下
の

３０

方▽
採
用
予
定
日　
　

月
１
日

１１

▽
募
集
人
数　

１
人（
一
般
事
務
）

※
詳
細
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
配
布
す
る
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
募
集
要
項
配
布
期
間　

６
月　
１５

日（
金
）〜
７
月　

日（
金
）

１３

■限
 

７
月　

日（
金
）必
着

１３

支
援
し
ま
す

地
域
の
居
場
所
づ
く
り

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

の
中
で
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
仲

間
づ
く
り
の
場
で
あ
る
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
の
開
設
・
活
動
費
用

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
「
稲
城
市
社
会
福
祉
協

議
会
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

サ
ロ
ン
活
動
助
成
説
明
会

■日
 

７
月　

日（
金
）

２７

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

係　

1　

・
３
８
０
０

３７８

夏夏
休休
みみ
ここ
どど
もも
村村

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

1

　

・
２
２
１
２

３７７

■日
 

７
月　

日（
土
）

２１

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時

■場
 

多
摩
桜
の
丘
学
園
（
多
摩
市
聖

ヶ
丘
１
の　

の
１
）

１７

■問
 

多
摩
桜
の
丘
学
園
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会　

1　

・　

・
８
１
１

０４２

３７４

１
都都都都都都都都都都都都都
立立立立立立立立立立立立立
多多多多多多多多多多多多多
摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩摩
桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
ののののののののののののの
丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘
学学学学学学学学学学学学学
園園園園園園園園園園園園園

動
へ
の
市
民
参
加
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

■対
 

取
得
ポ
イ
ン
ト
が　

に
達
し
た

１０

方（
試
行
時
の
ポ
イ
ン
ト
も
含
む
）

※
他
の
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
合
算
で

き
ま
せ
ん
。

※
本
人
以
外
の
場
合
は
要
委
任
状

※
還
元
は
年
度
に
１
人
１
回

■日
 

６
月　

日（
金
）〜
７
月　

日

２２

２３

（
月
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階

■持
 

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
・
ポ
イ
ン
ト

手
帳
、
印
鑑
（
受
領
印
用
）

■問
 

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ　

1　

・
２
１
１
２

３７８

第

回
34

桜
の
丘
夏
ま
つ
り

　

施
設
・
授
業
の
見
学
が
で
き
ま

す
。

■日
 

７
月
５
日（
木
）

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

３０

１５

分■場
 

■先
 

■問
 

多
摩
桜
の
丘
学
園
（
多
摩

市
聖
ヶ
丘
１
の　

の
１
）　

1　
・

１７

０４２

　

・
８
１
１
１

３７４
夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

正
規
職
員
を
募
集

布
ぞ
う
り
講
習
会

学
校
公
開
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広報いなぎは再生紙を使用しています。 

6.15
第1272号 稲城のイチオシ情報をお届けします 

プラス 

PlusPlus

2018
平成30年 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

■問
 

東
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くらす市～ハーブとくらす～
　ハーブの摘み取り体験や、ハーブや自然素材を使っ
たワークショップ、小物の販売などを行います。
■日6月24日（日）
■時午前10時～午後4時
※雨天決行、荒天中止
■場くらす広場（稲城長沼駅高架下）

▽後援　稲城市、東日本旅客鉄道（株）八王子支社
■問（一社）いなぎくらすクラス　1401－7961

七夕湯
　当日は小学生以下、入浴日現在で満65歳以上（年齢
の分かる物が必要）の方の料金が無料になります。
■日7月7日（土）
■時午後2時～10時30分
■場稲城浴場（大丸221）
※駐車場には限りがあります。
■問稲城浴場　1377－7222、経済観光課商工係

第6回稲城ふれあい保健・医療まつり
　小さなお子さんからお年寄りの方まで、見て・聞い
て・触って・食べて・楽しみながら健康について考え
ましょう。
■日7月22日（日）　■時午前10時～午後3時
■場市立病院（本院、健診・外来棟）、オーエンス健康
プラザ
■問保健センター　1378－3421、
市立病院管理課　1377－0931

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課（市民税係のみ）、収納課〔過年度分の税外債権
（料金）の納付書の再発行・相談等は行いません〕

次の休日開庁日は6月23日（土）

　アットホームな街コンイベントに参加して素敵な出会いを見つけましょう。
詳細は市�をご覧ください。
■対25～40歳の独身男女　■日7月20日（金）
■時午後7時～9時（受付＝午後6時40分～）　■場イナキッチン（稲城駅徒歩3分）
■定男女各8名
※最少催行人数は10人で、10人以上でも男女比が大きく偏っている場合は
中止、申込者多数の場合は抽選
■費男性4,500円、女性4,000円（当日集金）
■申市�内「いな恋パーティー」メールフォーム〔6月16日（土）～〕
■限7月10日（火）　■問経済観光課観光係

　京王稲田堤駅を出発し、穴澤天神社や小沢城址など市内の歴史ある観光ス
ポットを巡るツアーです。昼食は稲城の太鼓判に認証されている、稲城の天
然水を使用した蕎麦ランチを味わいます。
■日7月4日（水）　※小雨決行
■時午前9時30分～午後2時ごろ

▽集合時間・場所　午前9時30分・京王稲田堤駅南口

▽解散場所　福寿庵（矢野口1109）
■定35人（申込先着順）　■費950円（ランチ代）
■講梅田　�司氏、永井　直美氏（いなぎ観光案内人）
■申電話〔6月18日（月）～〕
■先■問経済観光課観光係

昨年はカ ッ プ ル1111111111199999999999組組組組組組組組組組組誕生

いな恋
夏パーティー
いな恋
夏パーティー

観光ウォーキングツアー
「鎌倉時代の山城 小沢城址と
稲城の美味しい蕎麦ランチ」

観光ウォーキングツアー
「鎌倉時代の山城　小沢城址と
　稲城の美味しい蕎麦ランチ」

表2　予約先
電話番号予約先

0152－74－2108ホテル湖南荘
大空町

0152－74－2343湯元ホテル山水
0244－38－7111なぎさの奏　夕鶴

相馬市
0244－26－5456ホテル　エムアンドエム相馬
0244－38－8013旅館　かんのや
0244－35－3722ホテルコーラス相馬
0244－35－1121相馬ステーションホテル
0269－85－3155野沢温泉観光協会野沢温泉村

※野沢温泉村の助成対象の宿泊施設は200カ所以上あります。詳細は、パンフレット
または市�をご覧ください。なお、予約は必ず野沢温泉観光協会にしてください。

表1　助成額・助成泊数
助成泊数助成額区分

毎年度3泊まで
1泊につき4,000円大人（満12歳以上）

大空町
1泊につき3,000円小人（満3歳以上満12歳未満）

相馬市・野沢温泉村
それぞれ

毎年度2泊まで

1泊につき2,500円大人（満12歳以上）相馬市・
野沢
温泉村 1泊につき1,500円小人（満3歳以上満12歳未満）

※ただし、宿泊料金を限度とする。

　市では姉妹都市北海道大空町、友好都市福島県相馬市・長野県野沢温泉村との市
民交流が活発になるよう、市の指定する宿泊施設を利用する方へ、宿泊料金の一部
を助成しています。
　助成券を利用して、姉妹都市・友好都市へ出かけましょう。
■対市内在住・在勤・在学の方

▽助成額・泊数　表1参照　 ▽宿泊施設の予約窓口　表2参照

▽パンフレット・申請書　市役所総合案内、市民協働課、平尾・若葉台出張所、市
�で入手可
利用方法
①予約窓口（表2参照）に、電話にて予約　※インターネット予約不可
②申請書を持参または郵送

▽受付日　利用日の30日～14日前

▽提出先　市民活動サポートセンターいなぎ（〒206－0802稲城市東長沼2112－1
地域振興プラザ1階、午前10時～午後5時）
③助成券を受け取る

▽受取先　提出先と同様
※申請時、返信用封筒（要切手・宛先）を提出した場合、助成券を郵送します。
④宿泊施設で、入室手続（チェックイン）時に助成券を提出
■問助成の申請について＝市民活動サポートセンターいなぎ　1378－2112、制度
の内容について＝市民協働課協働推進係

姉妹都市・友好都市交流事業
宿泊料金を助成します
姉妹都市・友好都市交流事業
宿泊料金を助成します

友好都市・野沢温泉村友好都市・相馬市姉妹都市・大空町


